
医学部保健学科

　入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）～このような人を求めています～

＜人材育成の目標＞

１　豊かな見識を身に付け、人間の尊厳を尊重し、全人的医療を担う人材を育成します。
２　本学科での学修を通して、学士（看護学・保健学）に求められる知識、技能、態度、創造的思考力を身に付け

た人材を育成します。
３　将来に向け自らを向上させていく意欲と自己開発力を持ち、地域や国際社会での保健医療の諸課題に広く対

応できる人材を育成します。
４　保健医療の現場においてチーム医療を担う人材を育成します。
５　看護師・助産師・保健師、臨床検査技師・細胞検査士、理学療法士、作業療法士となることを通じて、高度

化・専門化する保健医療専門職の次世代のリーダーや教育・研究者を育成します。

＜入学者に求める能力・資質＞

１　柔軟な発想、みずみずしい感性、高い意欲を持っていること。
２　他者とのコミュニケーションが円滑にできること。
３　理系課題に対して、論理的な思考を行い、他人に説明できること。
４　文系課題に対して、自らの考えを交えて要約して他人に説明できること。
５　英文課題に対して、自らの考えと併せて他人に説明できること。

＜入学に際し必要な基礎学力＞

１　各入学者選抜の出願要件に定める科目について履修又は履修見込みであること。

　教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）～このような教育を行います～

　知性と行動力を備えた人間性豊かな保健医療人材の育成を目指し、次のような教育を行います。
１　全人的医療の担い手としての人間性の涵養と、専攻分野で必要な基礎力の育成を図る教育
２　専門教育では基礎から臨床に亘る階層的知識の積み上げを図るとともに、先端の保健医療の学習にも配慮す

る教育
３　保健医療の担い手としての主体的思考・行動力と豊かな感性を持つ人材育成を図る教育
４　チーム医療の担い手としての意識と、そこで必要な能力の育成を図る教育
５　保健医療の諸課題に対応できる地域的視点と国際的視野を持つ人材育成を図る教育

　学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）～このような人材を育てます～

　所定の年限在学し、かつ所定の単位を修得し、各専攻のディプロマ・ポリシーが規定する学識と能力を持つ次
のような者に学士の学位を授与します。

必ずお読みください
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１　保健医療の中核を担う専門職業人となるために必要な知識と技術を備え、人間の尊厳を尊ぶ心を持つ者
２　保健医療の担い手として、将来に向け自らを向上させてゆく意欲と自己開発力を持つ者
３　チーム医療を担う自覚を有し、関係する人々との相互理解と円滑な協働関係が築ける者
４　保健医療の諸課題に対し、多面的視点からの柔軟な思考、的確な判断と対応ができる者

※各専攻の教育ポリシーについては、86 ～ 93 ページ参照。
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